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る
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隨
つ
て
又
產
兒
育
兒
に
降
ふ
苦
簡
の
最
も
峻
烈
な

.
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- 

—

.

.
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.

.
 

: 

• 

- 
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.

る

可

き

貧

民

階

級

に

、

■

却

.
つ

て

最

も

普

及

し

雛

き

事

情

第

四

號

|

六
六

に
彼
等
が
產
兒
卿
限
に
依
0
其
数
を
減
少
す
る
時
は

，
 

轆
て
集
圈
ど
し
て
の
彼
等
の
_
爭
カ
も
亦
雜
弱
ビ
な
る 

道
理
で
あ
る
。
然
ら
ば
新
マV

サ
.
ス
主
義
は
V

下
層
社

が
存
在
し
な
い
で
あ
ら
ぅ
乎
。
;而
し
て
一
方
產
兒
育
兒 

の
餘
裕
を
豐
富
.に

有

す

る» '
者

階

級

が

々

却

つ

て

是

等
 

人
生
至
高
の
義
務
を
懈
怠
し
放
縦
な
る
享
樂
を
追
求
す 

る
绣
因
ご
な
る
の
で
：は
無
い
乎
。
結
局
そ
れ
は
名
の
み 

崇
高
-に
し
て
、
實
は
富
者
階
級
の
矶
*

に
終
る
：の
で
は 

無
：い
乎
。
否
斯
か
る
，主
義
：の
提
唱
其
も
の
が
、
：旣
に
裏 

而
に
潜
む
不
健
全
な
る
思
想
を
幾
分
反
映
し
て
ゐ
る
の 

で
は
な
い
乎
。

-

第
二
に
縱
令
下
層
社
#

に
も
完
全
に
實
施
せ
ら
る
？ 

假
定
t'
る
も
、
そ
は
將
し
て
眞
；止
な
る
意
味
に
於
て
彼 

等
の
幸
福
を
增
進
す
る
所
以
で
あ
ら
ぅ
乎
。
M

ふ
に
®
 

本
主
籤
の
桂
梏
ょ
り
被
撕
取
階
級
が
解
放
せ
ら
る
ゝ
道 

は
、
其
手
段
の
漸
進
的
な
る
ど
急
進
的
な
る
ご
を
問
は 

ず
、
彼
等
が
社
會
成
員
の
絕
對
多
*
を
制
し
て
其
集
圈 

の
カ
を
繁
固
に
す
る
事
が
必
須
の
要
件
で
あ
る
。
然
る

#
の
刻
下
の
窮
乏
を
救
濟
す
ど
一
方
ふ
好
餅
の
下
に
、
永 

へ
久
に
被
等
を
資
本
家
階
級
の
權
柄
に
雌
伏
せ
し
め
ん
ミ 

す
る
陰
險
な
る
_
詐
を
®
に
包
藏
す
る
か
、
尠
C
共
之 

を
助
成
す
る
結
果
を
招
被
し
な
い
乎
。
約
言
す
れ
ば
そ 

'れ
は
實
施
を
急
務
を
す
る
善
の
社
會
に
は
之
を
至
難
ビ 

す
る
支
障
有
り
、
然
も
其
實
施
を
假
定
す
れ
ば
多
數
者 

の
不
當
^
る
識
爲
的
地
使
を
饭
久
な
ら
し
む
る
缺
陷
を 

隨
伴
す
る
に
あ
ら
ざ
る
が
を
、私
は
疑
ふ
も
の
で
あ
る
o 

然
し
愛
に
は
新
マ
ダ
サ
ス
主
義
に
就
き
て
多
言
を
® 

や
す
可
き
で
は
な
い
。
唯
吾
人
は
そ
れ
が
マ
ル
ナ
ス
の 

:

理
想
ど
背
離
す
る
事
、
並
に
此
背
離
せ
る

思
想
を
轉
生 

.
せ
し
め
た
る
原
因
ば
、
彼
れ
の
道
德
的
抑
制
に
關
す
る 

信
念
の
不
徹
底
に
^
せ
し
事
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い 

の
で
あ
る
。
然
も
缺
陷
は
取
に
此
點
に
止
ま
ら
ぬ
。
私

は
次
に
，

新
マ

ル
サ

ス

、

3 *

義
が
上
流
階
級
f

用
に
歸
す 

る
？
は
反
對
に
、

マ
ル
す
ス
：の
道
德
的
抑
制
が
結
屈
® 

者
の
み
の
義
務
ビ
化
す
る
不
公
珀
に
就
き
て 

ー
«
し
た
:

_

,

'

j

;
::
:
:::
消

費

組

合

の

限

界

-:
3

」

第
二
，は
心
理
上
の
相
異
で
あ
る
。
之
れ
に
は
ニ
つ
あ 

る
つ
は
上
流
及
中
流
階
級
が
利
己
的
で
あ
つ
て
、
 

相
互
抉
助
の
觀
念
に
乏
し
い
.炉
.ら
で
.あ
る
。
.彼
等
は
友
一 

人
を
敬
遠
せ
ん
が
ため

：：

に
_
©
家
の
周
圍
を
土
塀
や
石
.‘ぺ
 

垣
で
築
き
上
げ
る
。
未
知
の
人
に
話
し
か
け
ら
れ
る
こ 

S
は
：̂

の
最
も
嫌
ふ
所
で
あ
“
、

一
種
/の
危
險
さ
へ 

感
す
る
o
彼
等
ば
本
質
■的
に
個
人
主
義
者
で
あ
る
0
然

.

:
る
に
勞
働
者
は
之
れ
ど
は
.異
つ
て
ゐ
る
。
彼
は
，社
#
主 

:
笫

十

七

猞(

六六三

)

雜錄消双砠合の趿界

■義
者
、
民
主
黨
員
、
協
働
組
合
員
皮
な
る
自
然
的
傾
向 

を
持
つ
て
ゐ
る
。
相
互
扶
助
は
工
場
の
煙
が
濃
厚
な
所 

で
あ
れ
ば
あ
る
程
發
達
す
る
。
從
つ
て
組
合
も
之
ご
比 

例
し
て
か
く
の
如
き
處
で
發
達
す
る
の
で
あ
る
。
今
一 

つ
ば
、
k

流
中
流
階
級
の
虛
滎
で
あ
る
。
彼
等
^

店
の 

主
人
や
小
僧
に
御
世
辭
を
澤
山
使
つ
て
貰
ひ
さ
へ
す
れ 

ば
,

少
々
品
物
の
高
い
位
は
我
慢
す
る
。
そ
し
て
御
世 

:

辭
ビ
掛
質
ど
の
た
め
に
月
末
の
支
挪
に
困
る
ご
を
も 

忘
れ
て
收
入
に
不
相
當
な
金
使
ひ
を
す
る
。
破
產
に
陷 

.
る
の
は
掛
買
ご
御
世
辭
C

に
血
迷
ふ
か
ら
で
あ
る
。
然 

る
！

帳
場
を
越
え
て
茶
を
貞
る
人
は
、
組
合
員
を
華 

客
ど
ー
て
収
极
は
な
い
で
、
友
人
ご
見
做
す
の
で
あ
る
。
 

而
.し
上
流
中
流
.踏
級
を
し
て
、
此
組
合
の
精
神
を
了
解 

せ
し
め
る
こ
S
は
左
程
困
難
で
は
な
い
。其
例
ど
し
て
、
 

ゥ
ル
ブ
氏
の
擧
げ
て
ゐ
る
の
が
偷
敦
の
實
例
で
め

る
V 

勿
論
、
此
例
は
此
場
合
を
證
.明
す
る
も
の
i
し
て
は
、
 

少
々
不
適
當
で
は
な
い
か
足
も
忍
は
れ
る
の
で
あ
る

:

I
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(

六
六
四〕

彳

雜

錄

-

¥

泔
毀
組
合
の
限
界

が
、
彼
の
^
ふ
所
に
ょ
る
ビ
’
偷
敦
は
今
迄
消
費
組
合 

の
沙
漠V」

し
て
見
做
さ
れ
て
ゐ
た
。
此
は
其
都
市
が
過 

度
に
火
&
い
の

ど

、

偷
敦
人
の
心
理
狀
態
が
、
灰
愛
の 

威
€
、」

_
人
を
理
解
す
る
觀
念
が
勞
働
者
間
に
さ
へ
缺 

け
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
等
の
性
質
は
、
勞
働
階
級 

の
性
質
€
云
ふ
ょ
り
も
、
寧
ろ
上
流
中
流
階
級
：の
性
質 

を
備
へ
て
ゐ
た
。
し
か
し
此
等
の
障
猶
は
征
服
さ
れ
、 

て
、
：今n

r

此
處
で
は
組
合
.が
急
速
に
發
達
し
，て
，
ウ
!

■ 

ル
ウ
ヰ
チ(

w
o
o
l
w

o'h
)

組
合
の
如
き
、
.其
發
達
が
現
'

-

在
の
增
加
率
を
繼
續
じ
て
行
く
な
ら
ば
、：

間
も
な
ぐ
英 

:國
中
最
大
の
組
合
^
な
る
で
あ
ら
ぅ
^
一

M

ぶ
て
ゐ
.る
。
 

(

前
述
ク
ル
フ
氏
の
著
書
西
頁
參
照) 

.

■

私
«
往
々
に
し
て
、
»
合
|に
上
流
中
流
階
級
の
加
入
ノ
 

す
る
T
J
I
W
の
出
來
な
い
理
山
は
、
組
合
が
勞
働
荠
向
の 

物
ば
か
り
生
糜
販
賣
す
る
か
ら
で
あ
を
ビ
云
ふ
こ
^
を 

:

聞
t
こ
ヒ
が
あ
る
。
し

が

は
事
の
本
ま
^
颃
倒
し 

ね
議
論
で
あ
る
。
消
費
I 1

Aロ
の
生
鹿
物
は
*
其
質
に
於

I 

第
四
瞵
一
六
八 

て
決
し
て
資
本
家
的
產
業
©
生
產
物
に
は
劣
つ
て
居
ら 

な
い
。
唯
其
種
類
に
至
つ
て
は
、
今
日
組
合
員
の
多
く 

が
勞
働
者
で
あ
る
だ
け
に
？
勞
働
階
級
に
よ
つ
て
要
求 

せ
ら
れ
る
物
品
が
多
い
。
し
か
し
"
若
し
上
流
中
流
階 

級
の
人
々
•か
協
働
組
合
員
ご
な
る
な
ら
ば
、
其
販
賣
店 

は
、
矢
張
彼
等
に
よ
つ
て
要
求
さ
れ
る
樣
な
物
を
供
給 

-す
る
の
.は
理
の
當
然
で
あ
る
"

:
:教
し
か
<
の
如
く
に
し
て
、
凡
て
の
階
級
が
組
合
に 

加
入
す
る
樣
に
な
つ
，た
な
ら
ば
、
此
運
動
は
疑
ひ
も
な 

，く
"
，多
方
面
に
亘
つ
て
其
掛
質
を
變
じ
、
就
中
今
日
の 

勞
働
階
級
的
性
質
を
大
い
に
失
ふ
で
あ
ら
ぅ
。
是
れ
、

:勢
働
.階
級
組
合
員
の
或
者
の
大
い
に
反
對
せ
ん
と
す
る 

所
で
あ
る
。
彼
等
は
此
運S

が
勞
侧
者
階
級
間
に
發
達 

し
た
る
所
よ
6
受
け
た
る
傅
統
を
失
は
.
め̂
る
こ
€
喜 

ば
な
い
の
で
あ
る
。
勿
論
之
れ
は
一
應
理
tt
l
の
あ
る
所

で
あ
る
が
、
.し
か
し
此
の
傳
統
中
最
も
價
値
ゐ
る
部
分 

は
民
主
的
政
治
、
權
利
の
年
等
、
I .

論
の
母
，

3

等
で
あ

;

る
。|

之
箏
は
協
慟
組
合
が
他
の
±

流
中
流
階
級
に
移
っ

.

て
行
ぐ
こW

に
ょ
つ
て
失
は
れ
る
恐
れ
は
な
い
。

(

乙)

次
に
此
飢
合
に
ば
分
配
及
生
產
土
か
ら
見
て
限 

界
•か
ぁ
る
か
。
此
限
界
に
關
し
て
は
大
體
に
於
て
本
位 

田
：氏
に
傚
ふ
こ
を
が

[-
«

來
る
o 

| 

じ
第
}
に
販
賣
の
方
而
か
^
見
る
ど
、
興
品
物
は
組
合| 

に
ょ
つ
て
共
通
的
に
■
©;
さ
れ
る
も
の
で
な
く
て
は
な
: 

ら
な
い
。
個
々
の
人
々
に
ょ
づ
で
趣
味
を
異
に
し
、
其

| 

要
求
が
遴
ふ
も
の
で
は
到
底
組
合
で
取
®
ふ
こ
ど
は
出
：
一
 

來
な
い
°
此
意
哝
に
於
て
最
も
消
®
組
合
の
經
營
に
適:j 

し
れ
物
は
、
：米
、
麥
广
其
他
の
雜
穀
類
、

ii
f
A
i味
料
、
自 

類
，
薪
炭
、
筋
單
な
&
#;
罾
、
«
然
た
る
生
活
必
須
: - 

で
ぁ
.る
。
奢
侈
品
"
嗜
好
品
は
I夫
囟
身
各
自
の
好
み
の
：1 

•違
ふ
.こ̂

を
意
味
す
る
：か
ら

、
€
て
も
消
费
組
合
に

&

し
な
い
o
日
用
品
ど
雖
も
，：：高
級
な
物
に
な
れ
ば
趣
味
，フ 

を
^
に
ず
る
か
ら
逾
レ
な
い
o
te
に
生
活
程
度
0.
大

i

 

に
異
る
者
♦か
集
っ
て
つ

®,
組
合
を
.組
織
す
る
こ
ビ

笫

丁

七

盤(

六i

ハ
五 > 

雜
錄
消
赀
紕
.
合の眼堺

は
、
其
耝
合
が
餘
程
大
き
く
な
い
限

6

經

營

は

_

雛

で

る
o

:.
第
二
に
消
#
組
合
を
生
產5

方
面
か
ら
見
る
な
ら
ば 

(
一
〕

特
に
廣
い
需
要
を
®
礎
ど
す
る
工
業
は
經
營
_ 

雛
で
あ
る
。

ー
部
の
消
费
紙
合
の
消
费
せ
同
時
に
、一. 

般
の
消
費
を
目
的
S
せ
す
し
て
ば
成
立
し
な
い
工
業
が 

あ
る

が

、

斯
か
る
工
業
は
消
費
組
合
の
た
め
に
の
み
小 

虞
場
に
.經
營
す
る
こ
ミ
は
却
つ
て
、
不
利
で
あ
る
。例
へ 

ば

.:
"
機
械
エ
業
"
運
搬
業
、
其
他
海
外
に
輸
出
す
る
こ 

ぐ

」

に
ょ
つ
て
成
立
し
て
居
る
工
業
は
、
消
費
組
合
に
は 

:

不
適
當
で
あ
る
。

0

0
或
地
域
に
住
む
者
凡
て
が
利
用
し
な
け
れ
ば
成 

立
し
得
なS

種
類
の
產
業
も
亦
、
.消
®
組
合
で
經
營
す 

る
こ
皮
は
出
來
な
い
。
例
へ
ば
、
電
車
"
水
道
、
»
斯 

の
如
&
は
或
»
^
.に
住
む
考
殆V

全
部
が
消
費
す
る
こ 

ど
に
ょ
つ
て
成
立
す
る
工
業
で
"あ
る
が
、
之
を
任
意
に 

加
入
し
て
ゐ
る
組
合
員
が
經
營
せ
ん
t
し
て
も
、
夫
ば
：

第
四
鱗
一
六
九



第

十

七

卷(

六
六
-

c

雒
錄
，消设組合の限
界

困
難
で
あ
る
。廣
く
市
民
の
利
用
を
强
制
す
る
な
め
に
、 

公
共
!®
體
の
經
營
に
依
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

:
,

.

(

三)

共
同
生
產
の
利
益
が
少
い
も
の
も
，
消
#
組
合 

.

.に
は
適
し
な
い
。

元

來

、
，
：
消

费

組

合

は

共

同

す

れ

ば

利
 

益
が
あ
る
®
に
於
て
存
立
ず
る
理
由
が
あ
る
。
然

る

に
. 

典
同
生
產
に
適
せ
す
、
.依
然
ど
し
て
個
々
の
人
の
全
部
. 

勞
作
に
俟
.た

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

も

の

は

、

消

®'
組

合

で一
 

醤
す
る
こ
ミ
は
却
つ
亡
闽
難
を
來
す
趣
で
あ
る
テ
此
ノ 

.章
味
に
於
て
手
エ
業
、
«
業
等
は
消
#
組
合
の
經
營
に 

適
し
な
い
も
の
で
あ
る
。

以
上
.の
限
界
の
說
明
に
ょ
れ
：ば
、
消
数
組
合
の
限
界\ 

は
可
也
俠
い
樣
に
見
え
^:
。
然
し
な
が
ら
日
用
品
の
生
.
- 

:產
服
莓
が
消
®
組
合
の
勢
力
範
圍
に
あ
り
^

す
れ
：ば
、：.. \

各
國
の
消
赀
組
合
に
は
尙
ほ
大
い
に
發
辑
の
餘

地
が
あ

る
。
.

.

. 

：
、
，
. 

.

而
.4
、「

以
上
述
ベ
た
消
®

組
合
の
限
#;
は
、
其
觀
念7 

: 

に
於
て
は
動
$

な
き
も
、
其
程
度
に
於
て
大
い
に
®

く

第

四

敗
一
七
〇 

餘
地
を
持
っ
て
居
る
。：
第
一
、
人
間
の
生
活
程
度
は
常 

に
向
上
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
曩
に
は
、
奢
侈
：！

|

で 

あ
っ
た
物
も
、
何
時
か
は一

般
消
费
の
目
的
物
ど
な
る
。
 

又
科
學
の
進
む
に
っ
れ
て
消
®
物
は
次
第
に
統
一
さ
れ 

る
傾
向
を
持
っ
て
居
る
9
且
、組
合
の
範
圍
が
f

is
し
、
 

其
組
合
員
が
增
加
す
れ
ば
、
比
較
的
高
き
消
费
#
も
、
 

相
當
な
需
要
に
達
し
、
特
興
な
趣
^
の
品
物
も
相
當
多 

»
の
需
要
者
を
作
っ
て
、
消
费
組
合
の
取
极
ひ
得
る
ロ
⑽ 

.物
は
次
第
に
增
加
す
る
の
で
あ
る
。(

本
立
.田
1¥
與
氏 

?k
费
組
合
運
動
ニ1 

一. 一
l

i

!

1

一
一
四
頁)

生
產
の
方
,&
1 

か
ら
云
っ

て

も

、

消
费
組
合
が
大
い
に
發
達
し
て
、
其 

.需
要
’か
弗
常
に
增
加
す
れ
ば
、
曩
に
は
其
規
模
が
小

 ̂

き
に
失
し
て
、
經
營
困
難
で
あ
っ
た
物
も
、
生
產
丨
得 

る
や
ぅ
に
な
る
。

機
械
業
も
消
费
組
合
の
一
般
が
大
い
に
®
に
な
れ 

ば

、

夫

を

目

的

と

し

て

經

啓

7

が

成

立

す

る

，

v
j

ど

が

出

來
 

る

。

英

蘭

蘇

格

蘭

卸

賣

組

合

は

、

可

也

大

規

模

に

；生

產

:

を
行
つ
で
屈
る
。
運

®

ど
雖
も
營
業̂

o

し
て
多
{
の
貨 

物
を
運
ぶ
®
は
出
來
なS

が
、
外
國
ど
の
取
引
が

#

に 

:

. «

れ
ば
其
組
合
の
貨
物
の
蓮
送
の
み
で

®

を
浮
ベ
る
こ

_ 

:
;

皮
が
出
來
る
。英
蘭
蘇
格

«

卸
賣
組
合
で
は
、
太
分
以
前「

 

が
ら
消
费
組
合
の
汽
船
が
大
陸
を
顿
ふ
て
居
る
。
ゥ
ル 

フ
氏
の
言
を
引
用
す
れ
ば
、「

其
初
め

1

袋
の
小
麥
粉
を 

:'
小
賣
し
て
ゐ
た
口
ツ
チ
デ
ー
,
販
寶
店
が
、今
W

で
は
、 

年
 々

一f f

袋
^

上
を
製
粉
す
る
マ
シ
チH

ス
タ

f

に
あ 

る
巨
'大
な
る
卸
寶
組
合
直
屬
の
製
粉
場
を
出
現
す
る
に 

至
ら
し
め
た
。
然
ら
：ば
今
，日
の
卸
賣
組
合
が
、
將
來
造
: ' 

船
所
を
設
け
る
迄
に

a

步
す
る
乙
ど
は
、
を
ん
な
に
時

i 

日
を
a ?

せ
す
、
又
困
雛
な
こ
ど
で
は
な
が
ら
ぅ
。
：唯

此

； 

:

場
合
、
ー
最
初
の
進
步
が

_

働
組
合
を
組
織
し
た
勞
働
階
：

| 

.

級
に
依
然
し
たw

同
様
に
、

®

一
一
：の

進

歩

も

亦

此

運

動
 

に
加
入
す
る
諸
階
級
に
依
賴
す
る
し
の
で
あ
る
。爺
述 

.

「

ク
ル
フ
氏
著

1

〇
西
頁〕

: :
:

::
:

:

-:

海
外
の
需
要
を
目
的
ビ
す
る
物
も
亦
、
望
を
«
す
る

笫

ヤ

七

愈(

六
六
七)

■

灕

M

消
費
組
合
の
限
界

,

V 

S

 

•
か
出
來
る
。
現
在
、

B

際
消
费
組
合
協
働
會
の
用 

:

旋
で
、
各
國
の
卸
寶
組
合
の

.

間
に
は
、
取
引
が
行
は
れ 

て

居

る

が

、

其

取

引

が

大

い

に

發

達

す

れ

ば

、

..
：
海

外

へ 

|

の
輸
出
物
も
亦
一
國
消
費
組
合
で
生
產
す
る
こ

S

♦か
出 

來

る
:°

M

に
ゥ
ル
フ
氏
は
之
に
附
加
し
て
、
消
费
組
合 

一
の
發
達
し
て
居
ら
な
い
外
國

>」

で
も
、
取
引
し
て
、
し 

|

ぺ'
.

か
も
組
合
の̂

切
に̂

反
し
な
い
.で
行
は
れ
る
こ
ど
が 

出
來
る̂

云
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
外
國
の
膦
買
‘者
に
配 

,

當
ご
し
て
支
拂
ふ
べ
か
り
し
額
を
、
自
治
的
$
命
に
繰 

|
:
7

込
む
の
で
あ
る
。
我
々
似
姐
服
利
加
の
土
民
が
マ
ン
チ 

|

エ
ス
タ
ー
の
綿
花
を

®

入
す
る
た
め
に
浪
费
組
，合
卸
賣 

ー
聯
合
を
組
織
す
る
等
の
こ
ビ
は
、
如
何
に
最
負
目
に
見 

て
も
近
き
將
來
に
は
期
待
す
る
こ

S

が
出
來
な
い
。
此 

.

.

場
合
に
、
取
雜
利
加
の
晴
買
者
に
支
挪
ふ
ベ
か
り
し
配 

:

當
を
、
英
國
組
合
述
動
の
尚
治
的
» .
金
に
繰
入
れ
る
の 

で
あ
る

.

。
此
方
法
に
ょ
る̂

さ
は
、

一
國
の
消
#
者
が 

他
國
の
消

®

者
を

.

犠
牲
に
し
て
、
彼
の
配
當
を
貪0

て

第
四
號
一
七
一



#;
十

七

猃(

六
六
A.)

雛

緣

消
^-
紙
合
の
眼
界 

ゐ
る
も
の
で
は
次
く
て
，
敎
育
、
產
業
條
件
の
改
善
、 

新
發
朋
の
獎
»
等
の
：た
^
の
自
治
栽
金
の
’創
設
又
は
增 

加
の
た
め
に
、
繰
込
ま
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
人
類
生
活 

Q

向
上
に
盡
力
し
て
：

Q
る
も
の
で
あ
る
。
 

.
、
 

:
電
氣
水
道
の
如
&
又
然
レ
で
あ
る
。
：組
合
が
發
達
し
:'
| 

,て
、
，：或
地
域
の
大
部
分
が
其
組
合
氣
に
な
れ
ば
、
此
任
一 

意
細
合
で
も
'此
等
4>
:
:經
營
し
得「

る
？
.丨

:

|

「

然
し
な
が
ら
、
消

*

組

合

に

：
加

入

す

る

者
の
資
格
マ

」

一
 

し
て
の
制
限
は
ノ
ょ
し
前
述
0 ,

如
ぐ
次
第
に
廢
さ
れ
て\ 

行
く
傾
向
が
あ
る̂

し
て
も

K

本
質
が
任
意
的

.

で
あ
る

| 

か
表
"
醒
め
た
る
象
の
任
韋
的
加
入
だ
け
で
は
迚
も
各
.| 

種
の
產
業
を
經
營
す
る
ン」

ヾ

」

は
出
來
な
い
。
故
に
大
多

,I 

救

が

其

機

運

に

向

べ

：
ば

、

多

數

決

に

，
ょ

つ

て

其

反

對

者
 

を
强
制
す
，る
方

法

に

出

で

ざ

な

を

得
な
い
。
是
れ
即
ち
一 

國

赞

又は
.

公

典

圓

體

g

勃

典

し

た

所

，以
で
，あ

る」

ビ
本

位

田
氏

は

述

べ
て

ゐ

る
.
。(

本
.

位

田
祥

哭

氏

消

费

組

合1 

動

ニ

ニ

五

K

)

、
第

叫

勰

一
七
こ 

國
營
の
可
否
に
就
い
て
は
、
デ
ー
ド
氏
の
原
論
中

の 

言
葉
を
以
て
其
答
へ
に
代
へ
る
。「

國
家
が
、
單
に
政
治 

パ
的
職
能
の
た
め
に
組
織
せ
ら
れ
、
興
經
濟
的
職
能
は
.
"

_:
其
政
治
的
職
能
0
反
映
た
る
に
過
ぎ
ず
し
て
、
其
企
業 

の
幹
部
が
、
其
議
會
の
代
邸
者
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
に
於 

て
は
、
其
企
業
ば
、
恐
ら
ぐ
健
全
な
る
發
達
を
遂
げ
る 

こ
€

が
出
來
な
い
で
あ
.?
>
ぅ
，
し
か
し
、
是
れ
は
經
濟 

.
學
の
論
究
す
ベ
ぎ
範
圍
に
屬
し
な
い
。
眞
に
、
生
産
に 

.關
す
る
國
家
的
機
能
の
問
題
は
、
經
濟
的
問
題
で
は
な 

く
し
て
、
政
治
的
問
題
で
あ
る
。
之
れ
を
槪
括
的
に
B
 

決
す
る
こ
ど
が
出
來
な
い
の
で
あ
る
。或
國
に
於
て
は
、 

鐵
道
|1
有
は
可
で
あ
る
。
日
英
獨
の
如
き
は
其
例
で
あ 

る
。
或
國
R

於
て
は
鐵
道
國
有
不
可
で
あ
る
。佛
蘭
西
、
 

瑞

S

T
In
T
米
利
加
の
如
き
其
例
で
あ
る
。
蓋
し
、
極
め 

て
民
主
的
な
る
國
は
、
國
家
の
經
濟
的
職
能
を
伸
長
す

る
こ
ど
最
も
望
し
い
國
で
あ
る
が
、
之
れ
を
實
.行
す
る 

こ
最
も

■

因
巍
：

.

な
阖
で

.
.
.
y
s
v
t
o
,
-

如
；ら，

.

.

で
-

も
る

」

.

。.

：.

：A

&

c

r

o

r

.

.

Foatlcal

.'.
E
C
O
n
o
m
y p., 

w
.
r
l

) 

.

.
!'

;
1

方
、
デ
I
ド
氏
ば
由
治
幽
體
經
營
、
又
は
市
營
の 

事
業
に
關
し
て
は
、「

消
©
組
合
の
將
來
：に
«
蕻
す
る
所
：： 

多
：い
我
.々
の
見
地
ょ
り
す
れ
ば
、
Ti
-
f營
は
棄
少
の
原
« 

を
以
て
全
市
说
の
れ
.め
に
最
も
必
要
に
し
て
、
最
も
：ー
 

般
的
な
欲
證
を
充
す
點
か
ら
見
れ
ば
、
畢
竟1

種
の
產 

業
組
合
に
過
ぎ
な
い
1_
ビ
耷
つ
：て
ゐ
る
。(

前

逾

股

論

ー

：ー

| 

.I 

ニ
：
頁

)

，
之w

同
じ
見
解
は
、
ク
ユ
ッ
ズ
氏
等
0
取
る 

所
で
ぁ
る
。
其
著
消
®
組
合
運
動(

T
h
e

 

c
o
n
s
u
m
e
r
^

一
 

Co-operative 

M
o
v
e
m
e
n
t
)

中
の
都
市
企
業
の
起
源(

四

\ 

一一̂

M -

卜
'
四
一
一
八
頁

)

k

K

ふ

所

，で

「

我

々

は

都

市

'I 

又
ゆ
地
方
政
府
の
或
形
;&
以
て
ヽ
通
常
、
消
費
者
の
組
::
| 

合
？
は
考
ベ
て
ゐ
な
い
？
し
が
し
、
市
廳
が
何
等
資
本

\ 

家
の
：

H
-

渉
や
求
利
的
動
機
に
刺
戟
：さ
：れ
な
い
で
、
tl
:

t \ 

の
：必
要w

す
る
學
校
敎
育
を
與
べ
、
或
は
排
水
，
道
路
、
 

-淸
潔
、

®
火
等
市
民
の
建
康
.上
に
必
喪
不
可
缺
0
物
を 

與
へ
る
場
合
"
又
飮
料
水
、
$

斯

、

馄

氣

'

電

軍

等

を

第

十

七

卷

(

六六九

)

離

錄

泔

^

合̂の限缂

供
給
し
、
家
屋
を
與
へ
、
或
は
旅
館
、
料
理
厘
を
經
營 

し
、
公
！！
、
音
樂
，
劇
、
講
演
、
病
院
等
を
供
f

る

.場
合
に
は
、(

中
略)

夫
れ
は
明
か
に
消
®
者
の
結
社
ビ 

.し
て
行
動
し
て
ゐ
る
の
で
、
其
組
合
員
の
資
格
は
、
其 

地
の
各
住
民
に
法
雜
上
强
制
的
で
あ
る
だ
け
で
あ 

る」

。
ど
記
し
て
ゐ
る
。

:か
く
の
如
く
に
し
て
、
將
來
も
任
意
的
の
消
费
組
合 

:ご
、
强
制
的
消
致
者
@
體
^

W、
並
存
す
る
で
あ
ら
ぅ
。 

し
か
し
、
文
化
の
程
度
の
增
進
，ど
、
消
®
者
の
m
鐵
ビ 

,
は
"
强
制
的
消
®
者
则
體
の
產
業
上
の
經
營
範
圍
を
減 

少
せ
し
め
、
任
意
的
消
費
組
合
の
任
務
を
擴
張
す
る
こ 

ビ
を
以
て
必
然
的
現
象
S
し
な
い
で
あ
ら
ぅ
か
。現
に
、 

英
國
の
デ
ス
ボ
ロ
ー(

D
e
s
b
o
r
o
u
g
h
)

の
町
の
全
住
民 

:

は
>

«
意
的
消
®
組
合
員
で
あ
る
。
從
つ
て
、
此
町
の 

產
業
に
關
す
る
事
務
の
大
部
分
は
"
組
合
の
掌
中
に
あ 

，
る
。
又
、
瑞
西
の
、パ
ー
ゼ
ル
の
町
の
牛
乳
の
配
給
は
、 

全
部
消
費
者
組
合
の
手
中
K

あ

る

の

：
で

、

之

れ

に

關

す

第

£
'
虢

ー
セ
ヨ



笫
十
セ

怨

(

六
七
3

)

雄

錄

消
毁
組
合
の
限

界

，
 

る
资
本
家
企
業
家
を
駆
逐
し
て
し
ま
つ
た
で
ば
な
い 

か
。
ま
だ
己
ん
な
例
は
澤
山
.あ
る
。
產
業
經
營
の
强
制 

化

を

耍

す

る

も

の

は

、

殆

ん

ど

今
！！：

既

に

都

市

の

手

に
 

置
か
れ
て
ゐ
る
。
最
早
や
，、
：
任
意
的
性
質
を
以W

其
特 

色
ビ
す
る
消
费
者
祖
合
を
も
服
制
的
化
す
る
必
要
は
な 

I
V
Tは
な
-

> 
力
私
は
箱
合
か
任
意
的
蚀
質
を
其
特
色 

ビ
ム
な
が
ら
も
、
充
分
今
日
の
資
本
家
齑
業
制
度
に
取 

つ
て
代
る
こvj

が
出
來
る
ど
恩
ふ
。し
か
し
、
繰
返
し
て 

云
ふ
が
、
之
れ
は
今
日
の
大
規
模
生
產
の
改
造
で
あ
る 

乙
？
を
誤
解
し
て
は
な
ら
な
い
。
組
合
は
規
模
が
大
き 

い
の
气

；
範

圍

が

廣

い

の

：
？

で

、

個

人

的

企

業

を

全
部 

排
斥
す
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
も
の
で
あ
る
。
比
交
的 

古
い
*

業

、

又

比

較

的

大

：
き

な

事

業

に

於

て

の

み

、

;:
'
'
:
組 

合

事

業

は

.
適

當

で

あ

る

。

：

新

し

；い

事

業

や

、
！
小

規

模

の 

嬸

_

に

於

て

は

、

市

場

に

：
限

あ

る

か

ら

、
：其

製

品 

，
は

何

處

へ

持

つ

て

行

つ

て

も

寶

れ

る

ビ

云

ふ

も

の

で

は
 

な
-

> 

之

れ

は
今

後

も
私
營
連
業
に
爲
す
ベ
き

で

あ

る

。

、
解

四

號

一

七

呀
 

是
れ
、
此
論
文
の(

乙)

の
第
ニ
0(

三)

に
於
て
、
手
工 

業
農
業
等
を
龃
合
經
營
に
不
適
當
な
も
の
^
し
て
擧
げ 

た
所
以
で
あ
る
。
家
具
や
花
瓶
に
、
旭
ひ
付
な
意
眩
を 

_|

施
1
人
が
あ
る
ど
せ
ょ
。
そ
し
て
、
彼
は
向
分
で
小
さ 

'
I

い
店
を
出
す
能
力
も
あ
り
、
又
獅
創
的
な
作
品
を
箱
.へ 

|

て
、

龃
合
店
俯
に
出
し
て
あ

る

平
凡
な
作
品
に
刺

戟

を

，

\

氣
へ
る
.こ
^
が
出
來
る
ど
せ
ょo 

®
人
は
斯
か
る
人
を 

j 

..も
讣
げ
る
必
要
は
な
い
そ
し
て
、
若
し
、
此
新
意
E 

|

ガ

必

要

な

ら

は

組

合

の

.
方

で

買

収

つ
て
も
好
い
。
i
 

\

業

に
つ
い
て
云
ふ
な
ら
ば
、
良
い
難
の
種
を
こ

し

ら

へ 

j
や
，5
ど
す
る
養

難
家
や
、
林
檎
や
#

に
特
種
な
風
味
を 

.

. 

.
添
へ
る
圚
_
家
等
は
、
假
令
>
組
合
が
全
國
民
に
普
及 

I

す
る
場
合
で
も
、
依
然
ど
し
て
存
在
し
、
組
合
企
業
に 

)

ょ
づ
て
胃
さ
れ
る
こ
ミ
は
な
い
。
是
は
、
今
日
資
本
家 

制
度
の
下
に
も
、
顧
客
の
特
種
.注
文
を
受
け
て
、
其
嗜 

好
に
應
じ
て
仕
事
を
す
.る
レ
^̂

ス
の
編
物
職
人
、
卯
1} 

職
人
、京
染
-«
人
、
龙
袋
1
-
<、刀
鍛
冶
が
存
在
す
る
？

同

樣

で

あ

る

。

し

か

レ
、
農

'

業

の

方

面

で

も

、

勞

カ

節
 

約
機
が
大
規
模
の

農
業
に
«

^ ]

ぜ

：ら

れ
#
る

範
圍
に
推 

:じ
て
"(

例
へ
ば
穀
類
、
;馬
鈴
薯
"
：
：
綿

花

等

の

場

合

>

消

;' 

费
漭
の
組
合
式
農
業
は
發
達
し
て
行
け
る
も
の
€
期
待
一 

し
て
好
い
。
別
禾
機
\
收
禾
機
、
及
牽
引
卑
な
ざ
は
、

常
然
組
合
の
用
具
ど
な
‘る
。へ
き
も
の
で
あ
る
。
又
、
吾

. 

人
は
澤
山
な
羊
や
、
牛
馬
や
、
豚
等
を
飼
養
す
る
消
® 

組
合
所
®
の
牧
畜
業
も
起
る
ミ
期
待
し
て
ょ
い
：。
又
、

. 

木
林
生
產
の
如
き
歲
月
を
要
す
る
も
の
も
、
.

t

度
自
然
：
 

.林
を
ft
り
盡
し
^
あ
：̂
で
、
自
._ら
公
的
企
業
に
«
す
る
：
 

も
の
ど
見
て
好
か
ら
ぅ
。
地
方
的
消
«
組
合
は
、
又
、 

寶
野
菜
の
培
養
を
跗
近
の
土
地
で
手
廣
く
行
ふ
こ
皮

 ̂

「

な
る
^
:あ
ら
ぅ
。
今
日
_
に
英
蘭
蘇
格
蘭
兩
卸
賣
組
合 

が
、
加
奈
陀
に
小
麥
栽
培
地
を
有
し
、
印
度
に
茶
の
栽 

培

地

を

有

す

る

が

如

き

，此

一

例

で

あ

る

o 
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京
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+

三
年
六
月
五
日
は
經
濟
m
祖
ァ
ダ 

\

ム
•
ス
ミ
ス
が
蘇
格
蘭
の
小
邑
ヵ
ー
コ
ゥ
デ
ィ
に
生
れ 

|

て
か
ら
恰
度
一
音
年
に
相
當
す
る
。
今
を
去
る
約
五
十 

|
,
:年
以
前
、
即
ち
一
千
八
西
七
十
六
年
は
ス
ミ
ス
の
大
著 

|
「

國
富
論」

が
上
梓
せ
ら
れ
て
か
ら
恰
も 

一
W
年
を
經
過 

せ
る
年
で
あ
つ
た
。此
の
年
に
は
^ortn?ghtIy 
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